
申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
年
間
を
通
じ
て
道
路
の
清
掃
や

維
持
活
動
を
行
う
団
体
へ
、
交
付

金
を
交
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ
市
民
の

手
に
よ
る
道
づ
く
り
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
２６
年
度
か
ら
み
ん
な
の
み

ち
愛
護
事
業
の
手
続
き
を
見
直

し
、提
出
書
類
を
簡
素
化
し
ま
す
。

物
品
な
ど
の
必
要
経
費
へ
の
補
助

金
か
ら
、
活
動
を
助
成
す
る
交
付

金
へ
変
更
。
申
請
書
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
申
請
の
際
は
、
平
成
２５

年
度
の
申
請
書
と
間
違
え
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
活
動
内
容
　
作
業
を
行
う
道
路

が
３
０
０
㍍
以
上
で
、
路
肩
の
草

刈
り
や
側
溝
清
掃
な
ど
を
年
２
回

以
上
実
施
。
沿
線
の
花
木
の
植
栽

や
維
持
活
動
も
助
成
対
象
で
す
。

□
交
付
金
額
　
市
道
１
０
０
㍍
当

た
り
２
０
０
０
円
が
上
限
。
た
だ

し
国
県
道
は
１
０
０
０
円
が
上
限

で
す
。

※
予
算
の
範
囲
で
限
度
額
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

□
対
象
団
体
　
自
治
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
有
志
団
体
な
ど
の
地
域
住

民
で
構
成
さ
れ
た
団
体
（
有
志
団

体
は
概
ね
５
人
以
上
で
、
会
員
名

簿
の
提
出
が
必
要
で
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
管
理
課
か
各

振
興
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
記
入
し
て
、
提
出
す
る
。
指

定
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（ht

tp://w
w

w
.city.ena.lg.jp/

）

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

□
締
め
切
り
　
５
月
３０
日
㈮

　
　
　
　
管
理
課（
内
線
２
０
８
）

　
孔
子
と
そ
の
学
問
を
顕
彰
し
、

こ
と
し
も
古
式
に
の
っ
と
り
第
３０

回
孔
子
祭
「
釈せ

き

奠て
ん

の
儀
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
孔
子
祭
は
、
知
新
館
の
創
立
以

来
、
明
治
維
新
後
の
廃
校
ま
で
続

け
ら
れ
、
昭
和
６０
年
に
岩
村
城
築

城
８
０
０
年
を
記
念
し
て
復
活
し

た
祭
り
で
す
。
記
念
講
演
会
と
併

１８
歳
未
満
の
方

□
と
き  

５
月
２６
日
、
８
月
１８
日
、

１１
月
１７
日 

、
平
成
２７
年
２
月
２

日
（
月
曜
日
）
午
前
９
時
半
～
午

後
４
時

□
定
員
　
各
４
人

共
通

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
会
議
棟

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
印
鑑
、
証
明
写
真
、

療
育
手
帳
（
更
新
の
方
）

□
そ
の
他
　
受
け
付
け
は
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
５
）

　
聴
力
を
な
く
し
た
方
や
難
聴
者

の
方
の
意
思
伝
達
と
情
報
取
得
に

は
「
文
字
」
が
大
切
な
手
段
で
す
。

あ
な
た
の
入
力
す
る
そ
の
文
字
が

瞬
時
に
聴
覚
障
が
い
者
の
耳
代
わ

り
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
身
に
付
け
た
基
本
的

な
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
を
生
か
し
、

「
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
」
の
基
礎

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
５
月
１１
日
、
１８
日
、
２５

日
、６
月
８
日
、２２
日
、２９
日
（
日

曜
日
）
午
後
１
時
～
４
時
（
全
６

回
）

□
と
こ
ろ
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
講
義
３
回
、
実
技
３
回

□
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
中
学
生
以
上
の
方
で
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

□
定
員
　
１０
人

□
料
金
　
５
０
０
円
程
度
（
資
料

代
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

□
申
し
込
み
方
法
　
社
会
福
祉
課

や
振
興
事
務
所
、
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記

入
の
上
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
む
（
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で

の
連
絡
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

□
締
め
切
り
　
４
月
３０
日
㈬

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
０
４

長
島
町
永
田
７
１
６
―
２
２
７
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
手
話
通
訳
連
絡
会
志

思
２
５
―
９
４
２
８
、
死keitu

urenn@
gm

ail.com

　
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
３
５
）

せ
て
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

釈
奠
の
儀

□
と
き
　
４
月
１２
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
前
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
知
新
館
正
門
前
（
岩

村
城
藩
主
邸
跡
）

※
雨
天
時
は
岩
村
コ
ミ
セ
ン

記
念
講
演
会

□
と
き
　
４
月
１２
日
㈯
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
内
容
　
▽
演
題
＝
「
聖
人
の
食

卓
―
『
論
語
』
の
食
文
化
―
」　

▽
講
師
＝
近
藤
正
則
氏
（
岐
阜
女

子
大
学
特
任
教
授
）

共
通

□
料
金
　
無
料

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の
療
育

手
帳
の
交
付
や
更
新
な
ど
の
た
め

の
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
、
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

１８
歳
以
上
の
方

□
と
き
　
５
月
１６
日
㈮
、 

８
月
１

日
㈮
、 

平
成
２７
年
１
月
２２
日
㈭
午

前
１０
時
～
午
後
４
時

□
定
員
　
各
１５
人

　
４
月
１
日
付
け
で
市
役
所
の
組
織
を
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
総
合
計

画
に
基
づ
い
た
主
要
事
業
を
着
実
に
進
め
る
た
め
の
も
の
。
こ
こ
で
は
、
改

編
さ
れ
た
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.city.ena.lg.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
総
務
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

新
体
制
で
市
民
三
学

運
動
を
展
開

　
市
は
、
平
成
２３
年
に
「
生
涯

学
習
都
市
」を
宣
言
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
を
基
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め

「
企
画
部
」
を
「
ま
ち
づ
く
り

推
進
部
」
に
改
め
ま
し
た
。
ま

た
教
育
委
員
会
に
あ
る
社
会
教

育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
を

市
長
部
局
の
「
ま
ち
づ
く
り
推

進
部
」
へ
移
動
。
他
課
と
の
横

の
連
携
を
強
化
し
て
市
民
三
学

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
課
で
は
「
社
会
教
育
課
」
を

て
い
た
児
童
手
当
や
児
童
扶
養

手
当
、
家
庭
児
童
相
談
な
ど
の

事
務
は
、
社
会
福
祉
課
内
に
設

置
し
た
「
こ
ど
も
子
育
て
支
援

室
」
が
担
当
し
ま
す
。

　
幼
児
教
育
課
は
、
岩
村
庁
舎

に
設
置
。
課
内
に
、
幼
稚
園
と

保
育
園
の
こ
ど
も
園
化
に
向
け

て
「
こ
ど
も
園
対
策
室
」
を
新

設
し
ま
し
た
。「
こ
ど
も
子
育

て
支
援
室
」
は
、
市
役
所
庁
舎

２
階
で
事
務
を
行
い
ま
す
。

　「
幼
児
教
育
課
」
と
「
こ
ど
も

子
育
て
支
援
室
」
は
、
新
館
完

成
後
、
移
転
す
る
予
定
で
す
。

リ
ニ
ア
対
応
で
基
盤

整
備
を
推
進

　「
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
」

は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

通
に
向
け
た
基
盤
整
備
を
進
め

る
た
め
「
企
画
部
」
か
ら
「
建

設
部
」に
移
動
。
建
設
部
の「
都

市
整
備
課
」
は
「
都
市
住
宅
課
」

に
名
称
を
変
更
。「
建
設
課
」は
、

道
路
改
良
の
計
画
や
建
設
を
担

当
す
る
「
建
設
政
策
課
」
と
、

維
持
管
理
を
担
当
す
る
「
管
理

課
」
の
二
課
と
し
ま
し
た
。

　
経
済
部
の
「
農
業
振
興
課
」

と
「
林
業
振
興
課
」
を
統
合
し

て
「
農
林
課
」
と
し
ま
し
た
。

　
建
設
中
の
庁
舎
新
館
が
完
成

す
る
ま
で
は
、窓
口
が
分
散
し
、

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。
新
館

の
完
成
後
は
、
窓
口
や
機
能
を

集
約
し
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
市
役
所
を
目
指
し
ま
す
。

【まちづくり推進部へ改編】

【子育て支援課の改編】

「
生
涯
学
習
課
」
に
、「
文
化
課
」

と
「
ス
ポ
ー
ツ
課
」
を
統
合
し

て
「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
」
に
変

更
。「
生
涯
学
習
課
」
で
は
、

三
学
運
動
を
主
体
的
に
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
務
は
、
市

役
所
庁
舎
新
館
が
完
成
す
る
ま

で
は
、岩
村
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

　「
企
画
課
」は「
総
合
政
策
課
」

に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

幼
保
育
園
は
教
育
委

員
会
に
移
動

　
幼
稚
園
と
保
育
園
の
事
務

は
、
市
長
部
局
に
あ
っ
た
「
子

育
て
支
援
課
」
か
ら
教
育
委
員

会
に
移
し
、
新
た
に
「
幼
児
教

育
課
」
で
行
い
ま
す
。

　「
子
育
て
支
援
課
」
で
行
っ

市
役
所
の
組
織
を
改
編

案
内

第
３０
回
孔
子
祭
を
開
催

み
ん
な
の
道
愛
護
事
業
で

道
路
の
美
化
を
応
援

療
育
手
帳
に
関
す
る
診
断

と
相
談

聴
覚
障
が
い
者
の
耳
に
な

る
要
約
筆
記
講
座

問

改編前の体制

市民福祉部（市長部局）
子育て支援課
社会福祉課

改編後の体制

教育委員会
幼児教育課

こども園対策室

市民福祉部（市長部局）
社会福祉課

こども子育て支援室

企画部（市長部局）
企画課
まちづくり推進課

改編前の体制

教育委員会
社会教育課
文化課
スポーツ課

改編後の体制

まちづくり推進部（市長部局）
総合政策課
まちづくり推進課
生涯学習課
文化スポーツ課

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

▲市民が行う道路美化

▲話したことをパソコンで入力しスク
リーンに表示する要約筆記

これから講義を
始めます

これから講義を
始めます
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中
山
道
広
重
美
術
館
で
は
、
連

続
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。「
ア
ー
ト
の
チ
カ
ラ
―
創

る
、
育
て
る
、
活い

か
す
」
と
題
し

た
全
５
回
の
連
続
講
座
で
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
日
に
ち
・
内
容
　
▽
５
月
１０
㈯

＝
「
美
術
館
で
作
る
・
見
つ
け

る
「
わ
た
し
」
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
東
谷
千
恵
子
氏
（
世
田
谷

美
術
館
主
任
学
芸
員
）　
▽
７
月

１２
日
㈯
＝
「
ケ
ア
の
場
と
し
て
の

美
術
館
―
日
本
と
海
外
の
事
例
か

ら
―
」
稲
庭
彩
和
子
氏
（
東
京
都

美
術
館
学
芸
員
）　
▽
９
月
１３
日

㈯
＝
「
ア
ー
ト
か
ら
生
ま
れ
る
対

話
と
つ
な
が
り
」
吉
野
さ
つ
き

氏
（
愛
知
大
学
准
教
授
）　
▽
１１

月
８
日
㈯
＝
「
人
と
人
を
つ
な
げ

る
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
小
畠
喜
代
子
氏
（
臨
床
美
術

士
）　
▽
平
成
２７
年
１
月
１０
日
㈯

＝
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
人
々
の
変
化
」
白
坂
ゆ
り
氏

（
ア
ー
ト
ラ
イ
タ
ー
）

□
時
間
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
広
重
美
術
館

□
定
員
　
８０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
４
０
０
０
円（
全
５
回
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
美
術

館
に
備
え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

申
し
込
む

※
各
回
単
独
の
受
講
も
で
き
ま

す
。
講
座
開
催
日
当
日
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
料
金
は
１
講
座

１
０
０
０
円
（
観
覧
料
は
除
く
）。

内
容
や
日
時
に
変
更
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す

　
　
　
　
中
山
道
広
重
美
術
館
志

２
０
―
０
５
２
２

　
市
で
は
、
看
護
師
修
学
資
金
の

貸
与
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方
。
❶
看
護
大
学
や
看
護
短
期

大
学
、
看
護
師
養
成
施
設
に
在
学

中
か
入
学
予
定
の
方
❷
申
請
時
の

年
齢
が
満
３７
歳
以
下
の
方
❸
免
許

取
得
後
、
国
保
上
矢
作
病
院
か
市

内
の
国
保
診
療
所
に
看
護
師
と
し

て
勤
務
で
き
る
方

□
定
員
　
２
人
程
度

□
金
額
　
１０
万
円
以
内
／
月

　
市
茶
道
連
盟
に
協
力
い
た
だ

き
、
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
の
茶

室
で
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
２６
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
料
金
　
大
人
２
０
０
円
、
小
中

高
生
１
０
０
円
（
入
館
料
）

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合

で
は
、
医
師
確
保
奨
学
資
金
の
貸

与
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
将
来
、
医
師
と
し
て
東

濃
地
域
の
指
定
医
療
機
関
で
、
地

歌川広重

《東海道五拾三次
之内》
「日本橋　朝之景」

域
医
療
に
従
事
す
る
意
志
が
あ
る

方□
定
員
　
５
人
程
度

□
金
額
　
２０
万
円
／
月

□
返
還
免
除
　
医
師
と
し
て
一
定

期
間
を
東
濃
地
域
の
指
定
医
療
機

関
で
勤
務
し
た
場
合
、
貸
付
金
の

返
還
を
免
除
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参

す
る

□
締
め
切
り
　
５
月
２０
日
㈫

□
審
査
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

で
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
要
領
な
ど
の
詳
細
は
、
東

濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://tono-seib

u.org/syougakukin/index.
htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
　
　
〒
５
０
７
―
８
７
０
８

多
治
見
市
上
野
町
５
丁
目
６８
―
１

東
濃
西
部
総
合
庁
舎
内
東
濃
西
部

広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
企
画
課

志
０
５
７
２
―
２
３
―
１
１
１
１

（
内
線
４
８
９
）

　
　
病
院
管
理
課
志
４
３
―
１
２

６
５

　
東
美
濃
ト
マ
ト
、
な
す
両
生
産

協
議
会
で
は
、ト
マ
ト
・
ナ
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
塾
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
塾
で
は
、
生
産
農
家
な
ど
か
ら

の
指
導
で
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
栽

培
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

新
規
栽
培
や
生
産
目
標
の
実
現
を

目
指
す
方
を
対
象
に
、
実
際
の
現

場
で
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
塾
を
受
講
し
、
本
格
的
な
ト
マ

ト
や
ナ
ス
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
５
～
１１
月
の
日
曜
日

（
月
１
回
で
全
７
回
。
１
回
の
研

修
時
間
は
半
日
程
度
）　

□
と
こ
ろ
　
中
山
間
農
業
研
究
所

中
津
川
支
所
、
生
産
農
家
、
Ｊ
Ａ

ひ
が
し
み
の
選
果
場

□
対
象
　
市
内
か
中
津
川
市
在
住

で
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
栽
培
を
出

荷
目
的
に
考
え
て
い
る
か
、
来
年

以
降
新
規
栽
培
を
考
え
て
い
る
方

（
ト
マ
ト
コ
ー
ス
は
６０
歳
以
下
）　

□
締
め
切
り
　
４
月
２５
日
㈮
　

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
営
農

販
売
課
志
０
５
７
３
―
７
８
―
０

１
３
７

　
　
農
林
課
（
内
線
５
４
８
）

□
返
還
免
除
　
一
定
の
期
間
を
、

対
象
施
設
で
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
た
場
合
、
貸
付
金
の
返
還
を
免

除
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参

す
る
　

□
受
け
付
け
　
随
時

□
審
査
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

で
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
４
９
２

（
住
所
不
要
）病
院
管
理
課
志
４
３

―
１
２
６
５

　
恵
那
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

は
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
へ

の
接
し
方
や
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
と
き
・
内
容
　
▽
５
月
２４
日
㈯

＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
・
ふ

れ
あ
い
遊
び
　
▽
１０
月
４
日
㈯
＝

ふ
れ
あ
い
遊
び
・
ま
と
め

□
と
こ
ろ
　
県
立
恵
那
特
別
支
援

学
校
（
岩
村
町
）

□
対
象
　
高
校
生
以
上

□
定
員
　
３０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

　
　
　
　
県
立
恵
那
特
別
支
援
学

校
渉
外
部
志
４
３
―
４
８
５
７

　広重の風景版画や魚類画など、名古屋市博物館
で開催されている「大浮世絵展」に出品協力した
関連作品を主に構成。当館の所蔵品からよりすぐ
りの広重の浮世絵版画を展観します。

４月６日㈰、５月４日㈰は、市民の日（市民に限り観覧
料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」と伝
えてください )
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

歌川広重（二代）

《諸国名所百景》
「尾州　名古屋　真景」

　初代歌川広重の弟子である
二代広重の代表作「諸国名所
百景」を紹介します。初代広
重の名を継ぎ、名所絵制作を
した二代広重の作品を通じ
て、初代広重に続く風景画の
系譜をご覧いただきます。

 国際浮世絵学会創立
５０周年記念特別企画展

４/３㈭～６/１５㈰

募
集

特
別
支
援
学
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者

東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学

金
の
貸
与
者

ト
マ
ト
・
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
の
受
講
者

中
山
道
広
重
美
術
館
の
連

続
講
座
の
受
講
者

ひ
し
屋
資
料
館
で
の
抹
茶

体
験

看
護
師
修
学
資
金
の
貸
与

者

問

問

問 申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問 申
・
問

　
今
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
㌫

へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
所

得
の
低
い
方
や
子
育
て
世
帯
へ

の
影
響
を
和
ら
げ
る
た
め
、
臨

時
的
な
対
応
と
し
て
、
臨
時
福

祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
を
支
給
す
る
予
定

で
す
。
申
請
時
期
や
方
法
な
ど

は
、
内
容
が
決
ま
り
次
第
、
本

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

□
対
象
　
平
成
２６
年
１
月
１
日

現
在
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平

成
２６
年
度
分
の
市
民
税
の
均
等

割
が
課
税
さ
れ
な
い
方
（
市
民

税
の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
る
方

の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
外
）

□
給
付
額
　
１
万
円
／
人
（
各

種
年
金
や
児
童
扶
養
手
当
、
特

別
障
害
者
手
当
な
ど
の
受
給
者

に
は
、
５
０
０
０
円
を
加
算
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

□
対
象
　
平
成
２６
年
１
月
１
日

現
在
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平

成
２６
年
１
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
）
を
受
給

し
、
平
成
２５
年
の
所
得
が
児
童

手
当
の
所
得
制
限
額
を
超
え
な

い
方
（
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対

象
者
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
な
ど
は
対
象
外
）

□
給
付
額
　
１
万
円
／
児
童
１

人振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の

詐
取
に
注
意
を
　

　
給
付
金
に
関
し
て
、
市
や
厚

生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀

行
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
や
厚
生
労
働
省

な
ど
が
、
給
付
金
を
支
給
す
る

た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
り

込
み
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
現
時
点
で
、
市
や
厚
生

労
働
省
な
ど
が
皆
さ
ん
の
世
帯

構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な

ど
、
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な

ど
を
か
た
る
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、
郵
便
物
が
届
い
た
り

し
た
ら
、
迷
わ
ず
市
役
所
か
恵

那
警
察
署
（
志
２
６
―
０
１
１

０
）
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３

１
）

低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
へ
臨
時
特
例
給
付
金
支
給

問

▲現場での実習

「中山道広重美術館所蔵名品展」

「『広重』の継承者　二代広重　諸国名
所百景」

▲抹茶を体験する子どもら
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